
特定主題資料の冊子目録作成

一一特殊教育関係資料目録作成作業を通じて一一

1　はじめに

戦後び）目本における教育改革は，教育界に種々

変ぼうをもたらしたが，なかでも特殊教育は大き

な変革をみ，現在もなお格段の進展を続けている。

ことに最近では，欧米先進国♂）影響や，医学の進

歩，教育内容，指導法び）改善び）すう勢に柔って，

あらためて対象とする者♂）障害の実態の変化に着

目した新しい省察が必要となってきている。

　こ♂）ような特殊教育研究の動向♂）中で，教育学

部の教官，教育学部図書室で，関連する分野の資

料の集収，整理が急がれていた、

一昨年（昭和49年）教官所蔵ノ）関連資料を図

、圭1室で管理するよう教官より依頼かあり，こグ）程

この整理を一応終えたのであるが，そグ）数1、t図書

室が従来所蔵し（いた資料を含め，後で述べるL

うに7，000、脈を越えることになrた、、内容を、みる

1て，現在では入罫困難と思われる関連機関の研究

報告書，実態調査，バンフレット等、う汰部分を占

めている9

　これらの資料は，特殊教育分野での研究・教育

にとって貴重なもび）である』彦え，広く研究者の

利用に供するため，図書室の参考業務の一環とし

て，冊子目録の作成を計画した。

副標題で示した作業を通じて，特定主題σ）目録

を作成するに当り，記述内容、編成，索引をどの

，Lうにすれば，，より有効な目録になるかを決める

ことが先決問題であるため，二こでは目録上，特

定1三題のとらえ方，目録編成 上び）困難な点を現時

点で，何らかの解決を見出すべく末解決び）問題を

残しながらも，到達した点の概略を述べることに

したいQ

2　特定主題び）とらえ方

特定主題に含まれる内容は，まず特定主題び）枠

を決め．その枠に収めら耗るべきものは二れこれ

の萎件しりものという七うに決められるへきでたく，

特定セ題び）対象とすぺき資料び）出現に応じてその

枠が決められるく、のである。従って特定主題とい

えども・二こに含まれる資料内容は図書分類法上，

f也のL題と♂）f系わりなしに全く5虫立した．』ヒ題内容

ではない，二こで取1）ヒげるr特殊教育」（EdUGI－

h　un　f。【han（hGIpped）関｛系資料は，　F章害児。音

び）教育，社会保障，障害ゾ）原因，治療に関係する

医学等：「釜吏れる。虫た同し教育の対象とされる

にして’蔓，，降葦辞1：5」り1こ、み．ると1気｝象ヒさオ㌃て，きた糸登藻

・む・るいは歴史的過程のちかいによ爪教育対象と

さわ，ノ∫にらがいがあり，時代の変化や，科学の進

歩にk一て穿る《、のである。そのため資料分野の

問題たけてなく，科学としてのr特殊教育」のと

らえ方にkって資料の《、つ，童1廉が異なるQたとえ

けウ・る病気を治療するレか，健康な状態に近ずけ

るレいう二とに効果を（）たら」教育というものか

暫えられてくれぱ．医学と教育は切り離して考え

られなくなる。

3　 セ題分類ヒの問題

　ところC特殊児・音という語は，障害児・音と

優秀児のどちらもあらわす語として用いられ，こ

れまでは（1）肢体不自由、ろう，盲などび）身体に障

害を望）っているく）び），¢）知能が高い，低いなどび）

知的に標準から極度に偏っている《、の，（3）不適応

児・者または情緒障害児・音なとを含むものとさ

れていた。また障害別には単一障害として言語，

ろう，精神的，身体的等の障害が含まれ，複合障

害は単 一障害び）環境要閃などによる派生障害と、

先友障害を含む。…方かかる障害児・者に対する

教育び）係オ）りは，障害そび）もび）を改善しようとす

ることをねらうとともに，さらに失なわれた機能
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を代償するものをつくり出していくことをねr）い

として行われる。

　これらび）障害児・者を扱った資料を何らかの墓

準で分類し柔うとする時，集収した資料が教育び）

目的か，社会保障．医学の目的かにkって，さら

に研究の発展を跡ずけるため，いわゆるケロニケ

ルをそ・（ノ）目的ヒするか等にk～て分類び）ス々ンゲ

ードの作り方が異なる。また含主れる資料内容が

複合障害に関するも（ノ）であれば，たとえば分類体

系をNl）C等の既存び）く、のに従うとすれば，分類

び）困難度は増力日する二とにもなる。

4　分類目録作成上び）困難性

　特殊教育関係資料び）範疇に入るもび）は上述び）仁

うに様々な関連分野を含み，われわれが意図する

冊子目録の編集に大きく係わ’・てくる。

　教育学部では現在雑誌を除き、約7，00〔）点び）資

料が、乾）るか，二の目録に収録するセ題内容は，「特

殊教育」として分類される《・のが全体の84．07％，

r社会保障」15．89％，　1医学」0．049をといり

た比にな’．ている。問題は84。07％」）r特殊教育」

てあるか，　r特殊教育関係資料」という二とで同

生題が主題び）中心になることは当然である。し

かし分類口録を作成する場合（分類目録を冊子目

録として採用した理由は紙数び）関係で省略する），

その内容の第二次配列を著者または書名にするに

しても，量1二して単一分類項目内で配列すること

は困難であり，ひいては利用面からは価値のない

目録になる。従一ノて・1三題r特殊教育」を細分する

必要がある。

　単一障害で，しかも教育のみを内容とする資料

であれは，盲児，弱視児，ろう児，難聴児，肢体

不自由児，病弱・身体虚弱児，言語障害児，精神

薄弱児，情緒障f，iデ児等び）分類による配列は可能で

，栃るが，さらに重複障害，環境障害かある。そし

て教育は内容的には社会福祉に係わるものが多弘

二れr、は雇用促進に関連する分野にも拡ってくる

ことが予測される。これらをどのように分類する

か。多くび）社会科学がそうであるように，障害児

・者教育と研究は理論研究の枠に止まることなく，

社会的要請とび）係わりグ）中で改善を目的とする行

動科学に移行し始めてすでに半世紀を経た現在，

社会福祉をもたない研究は殆んどない。とすれば

便宜上，内容的に特殊教育に分類した資料は社会

福祉を離れたもゾ）として一率に処理することがで

きず、しかもこれに医学や雇用問題が関係すれば，

それらとの係わりをも考慮しなければならない。

6　一〕の解決方法

　教育，神，1祉（労働問題を含む），医学を中心と

した障害児・者関係び）資料，同時にこの三分野が

障害児・者を中心とした相’［に関連をもつ資料を

こび）目録に収録するのであるか，現実に冊子とし

て目録を編集一1る場合種々び）困鮮な問題を含みな

か「、く、，i二に述ぺた事柄を踏tえなから様々の解

決方法か考えられる，、

　第 一は障害の類分け，障害の組み合わせによる

複合障害の区分を統一一した分類体系の作成。具体

的にはNDCの独自の11妥開を行うこと，、第二は障

害児・者び）教育，福祉，医学の乱分野Lりのアプ

・一一ヂを口∫能ならしめる件名索引にk／：，交互参照

索引」）作成。（国立特殊教育総合研究所では，情

報検索び）た浸）の機械化を計画し、，現在そのための

シソーラス作成が行われている。このンソーラス

作成結果を参照するこ回、汚慮に入れる必要があ

る。）第．三はすでに述ぺたLうに時代び）変化や科

学の進歩によって教育対象のとらえ方が異るため，

研究内容び）発展，社会的とらえメノび）歴史的過程を

跡ずけることをもこび）目録に含める場合，資料び）

出版び）年代索引をつけること。そして第四に著者，

，琴名索引を付加することび）4点を解決方法として

計画する。

7才5才）り‘こ

　特定主題に関する資料び）管理について多くの研

究がなされているが，概論的な内容び）ものが多く，

すぺてび）特定主題資料4）管理に直ちに適用しうる

もび）ではない。目録に収録する資料内容に適した，
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そして目録がも一）研究上の情報源としての価値等

を適確に把握し，この目的に沿った規準を作成す

ることから作業が出発する。ここに述べた内容は

一率に特定主題の目録作成上規範になるもび）では

ないが，はじめに述べたように特定主題の目録作

成上の一つの考え方として，現在早急に解決すべ

き問題を明確にするため一文にまとめたもび）であ

る。　（1971．10．7）

　なお・こび）目録は・まもなく上に述べた諸問題

を解決し，刊行されるヂ定であることを付言する。

　　　　　　教育学部図書掛長　辻　武夫

r竹田蔵書」の受贈

一法学部図書室一

　本コレクションは，商法学の権威として高名な

本学名誉教授故竹田省先生（1890～1954）が愛蔵

されたものであって，このたび御遺族竹田準二郎

氏の御厚意により，法学部に寄贈されたもび）であ

る。

　コレクションは，商法学関係グ）図書ばかりでな

く，法令書，判例書，その他一般図書も含まれて

おり，そグ）数は和漢書956部，洋書295部，合計

約1，250部にび）ぼる。

　法学部図書室では，現在これらび）図書を書庫内

に別置し整理中であるが，整理完了の暁には一般

蔵書として配架し，利用に供する予定である。

学生用図書の選書の仕組みについて

　従来，附属図書館が学生用の一般図辞を購入す

る予算は不充分なものであったが，昭和50年度

に，文部省からr学生用図書購入費」（大学院生

用を含む。）と指定して大学へ配当される予算が大

幅に増大し，こ4）図書費の運用に一）いてび）全学的

な対応グ）必要とともに，附属図書館（中央館）び）

蔵書構成の再検討，選書体制の整備等び）問題への

対処を迫られることになった。

　学生用図書購入費の運用については，全学的立

場に立って運用計画の策定の衝に当たることに特

に留意している。いうまでもなく，r附属図書館

の重要事項を審議するため」に置かれているr附

属図書館商議会」（各学部長を含む。）で審議さ

れ，商議会においてこの運用の基本方針が決定さ

れた。本年度もほぽ前年度試行び）方式が継続され

れたので，その現状をお知らせして御理解と御協

力をお願いいたしたい次第である。

　まず商議会において全学的視野で決定された基

本方針は次のとおりである。卜算び）執行事務は附

属図書館で一元的に処理するび）であるが（教養部

を除く。），選書と配置の基本問題に・）いては，能

力・収辞事情等も勘案し，総ト算枠び）約半分は各

部局で必要と考える学生用墓本図細）選書にゆだ

ねるものとし，部局長に依頼して各部局び）選書委

員会（教官組織。名称，体制は部局により異同が

ある。）が選定したリストを附属図書館へ提出し

てもらい，一・括購入する。そび）図，1芋は，中央館に

配置することが原則ではあるが，遠隔地等び）実情

に応じそび）一部は当該部局び）図書館（室）に配置

してもよい。予算枠の残る半分は附属図書館で選

書し，同館に配置するが，その約半分は，各分野

に共通して利用されるような高額図書（例えば自

然科学系び）大型書誌，人文社会科学系び）叢書・大

型資料など）に当て，残る半分グ）枠では学生の学
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